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第
６
時
：
環
境
問
題
へ
の
取
組
（
１
）

第
７
時
：
環
境
問
題
へ
の
取
組
（
２
）

第
８
時
：
環
境
問
題
へ
の
取
組
（
３
）

第
１
時
：
体
の
環
境
に
対
す
る
適
応
能
力

第
２
時
：
体
の
環
境
に
対
す
る
至
適
範
囲

第
３
時
：
飲
料
水
の
衛
生
的
管
理

第
４
時
：
生
活
に
伴
う
廃
棄
物
の
衛
生
的
管
理
（
１
）

第
５
時
：
生
活
に
伴
う
廃
棄
物
の
衛
生
的
管
理
（
２
）

第
１
時
：
健
康
の
成
り
立
ち
と
疾
病
の
発
生
要
因

第
２
時
：
生
活
習
慣
病
な
ど
の
予
防
（
１
）

第
３
時
：
食
生
活
と
健
康

第
４
時
：
運
動
と
健
康

第
５
時
：
休
養
・
睡
眠
と
健
康

１
単
位
時
間
の
授
業
内
容
を
確
認

③
身
近
な
話
題
や
最
新
の
資
料
へ
の
更
新

ス
ラ
イ
ド
教
材
の
精
選

④
授
業
で
使
用
す
る
必
要
な
ス
ラ
イ
ド
教
材

を
印
刷
す
る
か
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
入
れ
る
。

②
②

１
単
位
時
間
の
授
業
内
容
を
確
認

④
授
業
で
使
用
す
る
必
要
な
ス
ラ
イ
ド
教
材

を
印
刷
す
る
か
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
入
れ
る
。

③
身
近
な
話
題
や
最
新
の
資
料
へ
の
更
新

ス
ラ
イ
ド
教
材
の
精
選

⑤
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
印
刷

5
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
印
刷

第
1
0
時
：
喫
煙
・
飲
酒
・
薬
物
乱
用
防
止

保
健
授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム

健
康
と
環
境
（
２
年
生
）

健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防
（
３
年
生
）

単
元
の
指
導
計
画
を
確
認

①
①
単
元
の
指
導
計
画
を
確
認

第
６
時
：
生
活
習
慣
病
な
ど
の
予
防
（
２
）

第
７
時
：
喫
煙
と
健
康

第
８
時
：
飲
酒
と
健
康

第
９
時
：
薬
物
乱
用
と
健
康

教
材
研
究
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ

教
材
研
究
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ

授
業

実
践

実
態
に

応
じ
て

実
態
に

応
じ
て

元
の
デ
ー
タ
を
誰
も
が
使
え
る
よ
う
に
、
自
分
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
デ
ー
タ
を
移
し
ま
し
ょ
う
。

デ
ー
タ
の
入
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
教
室
に
持
っ
て
い
き
ま
す
。

授
業
で
使
え
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
イ
ラ
ス
ト

授
業
で
使
え
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
イ
ラ
ス
ト

資
料
①

 

「
保
健
授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
活
用
方
法

 
 

 

             
 

          

１
単
位
時
間
ご
と
に
「
ス
ラ
イ
ド
教
材
」
と
「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
を
整
理
し
、
検
索
し
や
す
く
し
て
あ
り
ま
す
。

 

第
１
時

1単
位
時
間

第
２
時

第
３
時

1単
位
時
間

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
生
徒
用
）

1単
位
時
間

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
教
師
用
）

１
．
健
康
の
成
り
立
ち

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
教
師
用
）

３
．
食
生
活
と
健
康

２
．
生
活
習
慣
病
と
そ
の
予
防
（
１
）

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
生
徒
用
）

・
ス
ラ
イ
ド
教
材

・
ス
ラ
イ
ド
教
材

・
ス
ラ
イ
ド
教
材

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
教
師
用
）

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
生
徒
用
）

 

 

 

 

 

１
．
本
時
の
め
あ
て

 

２
．
対
話
的
な
学
び
を
通
し
て
分

 

か
っ
た
こ
と

 

３
．
め
あ
て
に
対
す
る
答
え

 

４
．
今
後
の
生
活
に
生
か
す
こ
と
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資
料
②

 

「
ス
ラ
イ
ド
教
材
」
の
構
成

 
 

 

                      

第
3
学
年
「
健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防
」
の
第

2
時
「
生
活
習
慣
病
と
そ
の
予
防
」
の
ス
ラ
イ
ド
教
材
１
枚
目

 

１
枚
目
に
は
、
教
師
が
も
つ
べ
き
ね
ら
い
と
ま
と
め
、
生
徒
に
も
た
せ
た
い
め
あ
て
と
振
り
返
り
が
入
っ
て
い
ま
す
。

 

教 材 研 究 を 始 め る 前 に 、 教 師 が も つ べ き ね ら い

と ま と め 、 生 徒 に も た せ た い め あ て と 振 り 返 り を

確 認 す る こ と で 、 生 徒 主 体 の 授 業 を 展 開 で き る よ

う に 支 援 し ま す 。  
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資
料
②

 

「
ス
ラ
イ
ド
教
材
」
の
構
成

 
 

 

                      

第
3
学
年
「
健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防
」
の
第

2
時
「
生
活
習
慣
病
と
そ
の
予
防
」
の
ス
ラ
イ
ド
教
材
２
枚
目

 

２
枚
目
に
は
、
１
単
位
時
間
の
展
開
例
が
入
っ
て
い
ま
す
。

 

教 材 研 究 を 行 う 際 に 、 「 ス ラ イ ド 教 材 」 を 活 用 し

た 授 業 展 開 例 を 示 す こ と で 、 一 単 位 時 間 の 授 業 構 想

を 支 援 し ま す 。  
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資
料
②

 

「
ス
ラ
イ
ド
教
材
」
の
構
成

 
 

 

                     

第
3
学
年
「
健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防
」
の

 

第
2
時
「
生
活
習
慣
病
と
そ
の
予
防
」
の
ス
ラ
イ
ド
教
材
３
枚
目

 

３
枚
目
に
は
、
ス
ラ
イ
ド
教
材
を
使
用
す
る
上
で
の
準
備
や
補
足
説
明
、
注
意
事
項
が
入
っ
て
い
ま
す
。

 

教
材
研
究
を
行
う
際
に
、
「
保

健
授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
活
用

す
る
上
で
必
要
な
物
を
示
し
、

授
業
者
が
容
易
に
授
業
準
備
で

き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

 

「
ス
ラ
イ
ド
教
材
」
を
活
用
し
て
授
業
展
開
す
る
上
で
の
注
意
点
を
示
し
、

生
徒
一
人
一
人
が
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

 

各
校
の
学
級
の
実
態
や
生
徒

の
実
態
に
応
じ
て
、
身
近
な
地

域
資
料
や
社
会
事
象
を
取
り
扱

う
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
の
興

味
・
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
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資
料
②

 

「
ス
ラ
イ
ド
教
材
」
の
構
成

 
 

 

                      

第
3
学
年
「
健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防
」
の
第

2
時
「
生
活
習
慣
病
と
そ
の
予
防
」
の
ス
ラ
イ
ド
教
材

 

４
枚
目
以
降
に
は
、「

主
体
性
を
引
き
出
す
ス
ラ
イ
ド
」
と
「
対
話
的
な
学
び
を
促
す
ス
ラ
イ
ド
」
が
入
っ
て
い
ま

す
。

 
 

 

ノ
ー
ト
欄

 

 「
が
ん
」
に
な
る
日
本
人
の
割
合
や
「
が
ん
」
に
よ
っ
て
命
を

落
と
し
て
い
る
人
が
、
ど
れ
だ
け
い
る
か
を
ク
イ
ズ
形
式
で
出

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
が
ん
」（

生
活
習
慣
病
）
を
自
分
の
事
と

捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

（
答
え
 

2
人
に

1
人
 
１
分

2
6
秒
）

 

【
実
現
し
た
い
生
徒
の
姿
：
主
体
的
な
学
び
…
興
味
や
関
心
を

高
め
る
】

 

（
例
：「

え
ー
」
と
い
う
驚
き
の
発
言
や
態
度
、
「
『
が
ん
』
に
な

ら
な
い
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
」
と
い
う
よ
う
な
発

言
や
つ
ぶ
や
き
が
見
ら
れ
る
。）

 

ノ
ー
ト
欄

 

 高
血
圧
症
の
要
因
と
症
状
に
つ
い
て
理
解
し
、
予
防
法
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

【
実
現
し
た
い
生
徒
の
姿
：
対
話
的
な
学
び
…
協
働
し
て
課

題
解
決
す
る
】

 

（
例
：
ス
ラ
イ
ド
か
ら
得
た
知
識
を
活
用
し
、
予
防
法
に
つ

い
て
他
者
と
の
対
話
を
通
し
て
考
え
て
い
る
。）

 
 

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ソ フ ト の 「 ノ ー ト 欄 」 に 、 学 習 活 動

と 実 現 し た い 生 徒 の 姿 、 ス ラ イ ド 教 材 を 活 用 し て 実 現 し た

い 生 徒 の 姿 の 具 体 例 を 示 し ま す 。  

そ し て 、 ス ラ イ ド 教 材 の 活 用 に よ り 、 主 体 的 ・ 対 話 的 で

深 い 学 び の 実 現 に 向 け た 授 業 改 善 を 支 援 し ま す 。  
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資
料
③

 

「
主
体
性
を
引
き
出
す
ス
ラ
イ
ド
」
の
具
体
例
（
一
部
抜
粋
）

 
 

 

             
 

          

１
単
位
時
間
（
第
３
学
年
「
健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防
」
の
第
２
時
「
生
活
習
慣
病
と
そ
の
予
防
」）

の
具
体
例
と

活
用
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

 

挿
絵
は
自
作
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
自
由
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

 

「
が
ん
」
に
な
る
日
本
人
の
割
合
や
「
が
ん
」
に
よ
っ
て
命
を

落
と
し
て
い
る
人
が
、
ど
れ
だ
け
い
る
か
を
ク
イ
ズ
形
式
で
出

す
こ
と
に
よ
っ
て
、「

が
ん
」（

生
活
習
慣
病
）
を
自
分
の
事
と

捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

 

 

６
枚
の
ス
ラ
イ
ド
を
通
し
て

自
分
の
生
活
習
慣
を
振
り
返

り
、
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て

自
分
の
事
と
し
て
捉
え
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
。
 

 

生
活
習
慣
病
の
具
体
的
な
病
名
を
挙
げ
、
生
活
習
慣
病
に
つ
い

て
、
ど
れ
く
ら
い
理
解
し
て
い
る
か
自
覚
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

１
単
位
時
間
に
い
く
つ
か
の
「
主
体
性
を
引
き
出
す
ス
ラ
イ
ド
」
を
用
意

し
ま
し
た
。
実
態
に
合
わ
せ
て
使
用
で
き
ま
す
。
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資
料
③

 

「
主
体
性
を
引
き
出
す
ス
ラ
イ
ド
」
の
具
体
例
（
一
部
抜
粋
）

 
               

 

      

前
時
で
使
っ
た
取
水
場
の
様
子

 

  

他
の
単
元
、
単
位
時
間
の
具
体
例
と
活
用
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

 

第
3
学
年
「
健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防
」
の
第
７
時
「
喫
煙
と
健
康
」
の
ス
ラ
イ
ド
教
材

 

【
自
作
実
験
動
画
】

 

学
校
敷
地
内
禁
煙
と
受
動
喫
煙
の
観
点
か
ら
、
生
徒
の
前
で
は
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
実
験

を
動
画
で
作
成
し
ま
し
た
。

 

主
流
煙
と
副
流
煙
が
ど
れ
く
ら
い
汚
れ
て
い
る
か
を
知
り
、
副
流
煙
は
喫
煙
し
な
い
人
に
も

害
を
及
ぼ
す
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
事
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

 

第
2
学
年
「
健
康
と
環
境
」
の
第
４
時
「
生
活
に
伴
う

生
活
排
水
の
衛
生
的
管
理
」
の
ス
ラ
イ
ド
教
材

 

【
自
作
動
画
】

 

普
段
注
目
し
な
い
で
あ
ろ
う
、
川
に
流
さ
れ
て
い
る

生
活
雑
排
水
の
様
子
を
動
画
で
作
成
し
ま
し
た
。

 

前
時
で
学
ん
だ
飲
料
水
を
確
保
す
る
た
め
に
川
の
水

を
活
用
し
て
い
る
こ
と
と
、
川
に
生
活
雑
排
水
が
流
さ

れ
て
い
る
様
子
を
見
て
、
生
活
排
水
の
処
理
に
つ
い
て

自
分
の
事
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
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資
料
③

 

「
主
体
性
を
引
き
出
す
ス
ラ
イ
ド
」
の
具
体
例
（
一
部
抜
粋
）

 
   

①
ス
ラ
イ
ド
の
中
か
ら
生
徒
が
自
由
に
献
立
を
立
て
る
。
 

 
②
自
分
の
立
て
た
献
立
の
カ
ロ
リ
ー
を
知
る
。

 
 

 
 
③
１
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
の
目
安
を
知
る
。 

           
 

         

他
の
単
元
、
単
位
時
間
の
具
体
例
と
活
用
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

 

第
3
学
年
「
健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防
」
の
第
３
時
「
食
生
活
と
健
康
」
の
ス
ラ
イ
ド
教
材

 

自
分
自
身
の
休
日
の
献
立
を
立
て
る
活
動
を
通
し
て
、
食
生
活
と
健
康
の
関
係
に
つ
い
て
自
分
の
事
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

 

第
２
学
年
「
健
康
と
環
境
」
の

 

第
５
時
「
生
活
に
伴
う
ご
み
の
衛
生
的
管
理
」
の
ス
ラ
イ
ド
教
材

 

一
人
当
た
り
の
最
終
処
分
場
残
余
容
量
の
グ
ラ
フ
を
見
て
、

ゴ
ミ
問
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
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資
料
④

 

「
対
話
的
な
学
び
を
支
え
る
ス
ラ
イ
ド
」
の
具
体
例
（
一
部
抜
粋
）

 
 

 

                
 

       

１
単
位
時
間
（
第
３
学
年
「
健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防
」
の
第
２
時
「
生
活
習
慣
病
と
そ
の
予
防
」）

の
具
体
例
と

活
用
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

 

生
活
習
慣
病
が
ど
の
よ
う
に
発
症
・
進
行
し
て
い
く
か
を
時
系
列
に
沿
っ
て
理
解
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
原
因
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

 

各
種
病
気
に
つ
い
て

理
解
す
る
と
と
も

に
、
症
状
や
要
因
か

ら
生
活
習
慣
病
の
原

因
に
つ
い
て
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
。

 

挿
絵
は
自
作
で
す
。
さ
ら
に
、

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
機
能
に
よ
り

挿
絵
が
動
き
ま
す
。
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「
対
話
的
な
学
び
を
支
え
る
ス
ラ
イ
ド
」
の
具
体
例
（
一
部
抜
粋
）

 
   

①
適
応
能
力
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②
適
応
能
力
を
超
え
た
事
例
か
ら
考
え
る
。

 

           
 

         

他
の
単
元
、
単
位
時
間
の
具
体
例
と
活
用
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

 

第
２
学
年
「
健
康
と
環
境
」
の
第
１
時
「
環
境
に
対
す
る
適
応
能
力
」
の
ス
ラ
イ
ド
教
材

 

適
応
能
力
に
つ
い
て
理
解
す
る
と
と
も
に
、
適
応
能
力
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
を
、
事
例
を
通
し
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

自
分
自
身
の
休
日
の
献
立
を
立
て
る
活
動
を
通
し
て
、
食
生
活
と
健
康
の
関
係
に
つ
い
て
の
自
分
の
事
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

 

第
２
学
年
「
健
康
と
環
境
」
の
第
５
時
「
生
活
に
伴
う
ご
み
の
衛
生
的
管
理
」
の
ス
ラ
イ
ド
教
材

 

「
ご
み
は
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
、
ご
み
問
題
の
解
決
に
つ
い
て
考
え
る
」
と
い
う
ね
ら
い
に

対
し
て
、「

３
Ｒ
（
ご
み
発
生
抑
制
、
再
使
用
、
再
生
利
用
）
の
実
施
を
す
る
」
と
い
う
一
般
的

な
答
え
に
な
り
が
ち
で
す
。
そ
こ
で
、
食
品
ロ
ス
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
ご
み
を
巡
っ

て
は
様
々
な
問
題
が
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
問
題
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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課
題
解
決
の
場
面
を
設
定
し
、
深
い
学
び
を
実
現
す
る
「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
の
構
成

 
 

 

              
 

         

「
教
師
用
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
と
「
生
徒
用
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
か
ら
、「

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
の
構
成
を
説
明
し
ま
す
。

 

教
師
用
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

 
 
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
（
 
 
）

 

④
 
健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防

 
２
時
間
目

 

 
 
 
年
 
 
 
組
 
 
 
番
 
名
前

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

   

 １
．

生
活
習
慣
病
（

 
動
脈
硬
化
 
）
を
引
き
起
こ
す
要
因
や
症
状
、
予
防
の
仕
方
を
調
べ
ま
し
ょ
う
。

 

．
 

          ２
．
が
ん
を
引
き
起
こ
す
要
因
や
症
状
、
予
防
の
仕
方
つ
い
て
調
べ
ま
し
ょ
う
。

 

           ３
．
本
時
の
め
あ
て
に
対
し
て
の
答
え
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
下
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

 

         

本
時
の
め
あ
て

 

生
活
習
慣
病
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
健
康
増
進
・
発
病
予
防

 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
個
人
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
社
会
的
環
境
の
整
備

 
 

・
適
度
に
運
動
を
す
る

 

・
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
と
る
。

 

・
十
分
な
休
養
を
と
る

 

・
大
人
に
な
っ
て
も
喫
煙
を
し
な
い
。

 

・
将
来
、
お
酒
を
飲
み
過
ぎ
な
い
。

 

・
定
期
検
診
を
受
け
る
。
（
人
間
ド
ッ
ク
）

 
 

 
早
期
発
見
・
早
期
治
療

 

・
健
康
情
報
の
提
供

 

・
運
動
施
設
の
整
備

 

血
管
の
壁
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
の
脂
肪
が
た
ま
り
、
血
管
が

 

狭
く
、
硬
く
、
も
ろ
く
な
っ
た
状
態
の
こ
と
を
言
う
。
 

 心
臓
病
や
脳
卒
中
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
。
 

 原
因
は
、
塩
分
の
取
り
す
ぎ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
す
ぎ
、
 

脂
質
の
取
り
す
ぎ
、
運
動
不
足
、
肥
満
 
 

 
 

が
ん
は
、
正
常
な
細
胞
が
刺
激
や
毒
性
の
あ
る
物
質
な
ど
に
さ
ら
さ
れ
て
、
 

異
常
な
細
胞
に
変
化
す
る
。
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
続
け
る
こ
と
で
、
異
常
な
細
胞
が
が
ん
に
な
る
。
が
ん

は
増
殖
す
る
。
 

 肺
が
ん
→
肺
に
ダ
メ
ー
ジ
が
あ
り
そ
う
な
も
の
→
喫
煙
→
（
対
策
）
喫
煙
し
な
い
 

胃
が
ん
→
胃
に
ダ
メ
ー
ジ
が
あ
り
そ
う
な
も
の
→
塩
辛
い
も
の
→
（
対
策
）
取
り
過
ぎ
な
い

 

大
腸
が
ん
→
大
腸
に
ダ
メ
ー
ジ
が
あ
え
そ
う
な
も
の
→
便
秘
→
食
物
繊
維
（
野
菜
）
を
と
る

 

「
教
師
用
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
に
は
、
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
の
使
い
方
が
分
か
る
よ
う
に
学

習
活
動
を
明
記
し
て
い
ま
す
。

 

生
徒
用
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

 
 

 
 

 
 
年

 
 
月

 
 
日
（

 
 
）

 

④
 
健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防

 
２
時
間
目

 

 
 

 
年

 
 

 
組

 
 

 
番

 
名
前

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   

 １
．

 
 

           ２
．

 
 

           ３
．

 
 

        

本
時
の
め
あ
て

 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

生
徒
が
設
定
す
る
と
考
え
ら
れ
る
め
あ
て
 

対
話
的
な
学
び
を
通
し
て
記
述
し
て
ほ
し
い
内
容
を
明
示
 

対
話
的
な
学
び
を
通
し
て
記
述
し
て
ほ
し
い
内
容
を
明
示
 

生
徒
が
記
述
す
る
と
考
え
ら
れ
る
め
あ
て
に
対
す
る
答
え
 

「
生
徒
用
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
に
は
、

生
徒
が
主
体
的
に
め
あ
て
に
迫
れ
る

よ
う
に
、
学
習
活
動
は
明
記
し
て
い

ま
せ
ん
。

 

本
時
の
め
あ
て
を
常
に
意
識
し
て
授
業

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、
め
あ
て
を
書

く
欄
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

 

①
め
あ
て
の
設
定

 

②
対
話
的
な
学
び
を
通
し
て
分
か
っ
た
こ
と

 

③
め
あ
て
に
対
す
る
答
え

 

④
本
時
の
学
び
を
今
後
の
自
分
の
生
活
に
ど
う
生
か
す
か
（
裏
面
）

 

①
か
ら
④
ま
で
の
学
習
過
程
を
可
視
化
し
、
保
健
の
見
方
・
考
え
方
を

働
か
せ
て
課
題
解
決
の
場
面
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
深
い
学
び
を
実
現

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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教
師
用
「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
の
具
体
例
（
一
部
抜
粋
）

 
 

 

              
 

         

他
の
単
元
、
単
位
時
間
の
具
体
例
を
紹
介
し
ま
す
。

 

教
師
用
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

 
 

 
 

 
 
年

 
 
月

 
 
日
（

 
 
）

 

②
 
健
康
と
環
境

 
１
時
間
目

 

 
 

 
年

 
 

 
組

 
 

 
番

 
名
前

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   

 １
．

環
境
が
変
化
し
た
時
に
起
こ
る
体
の
変
化
を
調
べ
ま
し
ょ
う
。

 

．
 

          ２
．
適
応
能
力
の
限
界
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
ょ
う
。

 

           ３
．
本
時
の
め
あ
て
に
対
し
て
の
答
え
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
下
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

 

         

 

本
時
の
め
あ
て

 

適
応
能
力
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
ど
れ
く
ら
い
ま
で
対
応
で
き
る
の

か
。

 

適
応
能
力
と
は
、
体
の
諸
器
官
を
働
か
せ
て
環
境
の
変
化
（
体
温
、
気
圧
、
明
暗
）
に
対
応
す
る
力
を
言
い
、

適
応
能
力
に
は
限
界
（
熱
中
症
・
低
体
温
症
・
高
山
病
・
一
酸
化
炭
素
中
毒
・
被
ば
く
な
ど
）
が
あ
る
。

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

適
応
能
力

 

暑
い
と
き

 
・
汗
を
か
く
→
体
温
を
下
げ
る
た
め

 

 
 

 
 

 
・
顔
が
赤
く
な
る
→
血
管
を
広
げ
て
熱
を
逃
が
す
た
め

 

寒
い
と
き

 
・
顔
色
が
青
白
く
な
る
唇
が
紫
色
に
な
る
→
血
管
を
縮
め
て
血
液
の
量
を
減
ら
し
熱
を
逃

が
さ
な
い
。

 

 
 

 
 

 
・
震
え
る
→
熱
を
作
る

 

明
暗
順
応

 
・
目
が
慣
れ
る
と
暗
い
と
こ
ろ
で
も
見
え
る
よ
う
に
な
る
。

 

酸
素
の
薄
い
と
こ
ろ
・
呼
吸
が
速
く
な
っ
た
り
、
心
拍
数
が
増
え
た
り
す
る
。

 

 
↓

 

高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
 

適
応
能
力
に
は
限
界
が
あ
る
。

 

気
温

 
暑
す
ぎ
る
所
は
適
応
で
き
な
い
。

 

 
・
熱
中
症
に
な
る
。

4
2
℃
以
上
は
死
に
至
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。

 

寒
す
ぎ
る
所
で
は
適
応
で
き
な
い
。

 

・
低
体
温
症
に
な
る
。

3
4
℃
ま
で
下
が
る
と
低
体
温
症
に
な
る
。

 

気
圧

 
高
す
ぎ
る
所
で
は
適
応
で
き
な
い
。

 

・
高
山
病
に
な
る
。

8
0
0
0
ｍ
以
上
は
耐
え
ら
れ
な
い
。

 

 化
学
物
質
・
放
射
線
量
が
高
い
と
こ
ろ
で
は
適
応
で
き
な
い
。

 

・
一
酸
化
炭
素
濃
度
が
濃
い
と
こ
ろ
に
は
適
応
で
き
な
い
。

 

 

教
師
用
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

 
 
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
（
 
 
）

 

②
 
健
康
と
環
境
 
２
時
間
目

 

 
 
 
年
 
 
 
組
 
 
 
番
 
名
前

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

   

 １
．
暑
さ
、
寒
さ
の
感
じ
方
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
か
調
べ
ま
し
ょ
う
。

 

．
 

          ２
．
明
る
さ
と
室
内
の
空
気
（
二
酸
化
炭
素
と
一
酸
化
炭
素
）
の
影
響
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
ょ
う
。

 

         ３
．
本
時
の
め
あ
て
に
対
し
て
の
答
え
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
下
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

 

            

本
時
の
め
あ
て

 

活
動
に
適
し
た
環
境
に
つ
い
て
知
り
、
自
分
の
生
活
に
生
か
す
。

 

活
動
に
適
し
た
至
適
温
度
は
（
夏
：

2
5
～

2
8
℃
、
冬
：

1
8
～

2
0
℃
）
 

湿
度
は

3
0
～

8
0
％
、
気
流
は

0
.
5
／
秒
以
下
 

暑
す
ぎ
る
場
合
の
工
夫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
寒
す
ぎ
る
場
合
の
工
夫
 

・
エ
ア
コ
ン
を
使
う
（
設
定
温
度
を
至
適
温
度
に
す
る
）
 

 
 
・
暖
房
器
具
を
使
う
 

・
薄
着
に
な
る

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
厚
着
を
す
る
 

・
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
使
う

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
加
湿
器
を
使
う
 

・
気
流
も
関
係
す
る
た
め
扇
風
機
も
併
用
す
る
 
 
 
 
 
 
 
・
扇
風
機
で
空
気
の
循
環
を
さ
せ
る
 

 教
室
内
は

3
0
0
ル
ク
ス
 
明
る
す
ぎ
る
場
合
や
暗
す
ぎ
る
場
合
に
は
カ
ー
テ
ン
で
調
節
す
る
。
外
の
活
動
で
明
る
す
ぎ
る

場
合
に
は
サ
ン
グ
ラ
ス
を
活
用
す
る
。
 

 室
内
の
空
気
を
き
れ
い
に
保
ち
、
作
業
能
率
を
上
げ
る
た
め
に
計
画
的
な
換
気
が
必
要
。

 

暖
房
器
具
を
使
う
場
合
に
は
、
一
酸
化
炭
素
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
強
制
的
な
換
気
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

暑
さ
、
寒
さ
の
感
じ
方
に
は
、
気
温
、
湿
度
、
気
流
が
関
係
し
て
い
る
。
 

活
動
に
適
し
た
至
適
温
度
は
（
夏
：
2
5
～
2
8
℃
、
冬
：
1
8
～
2
0
℃
）
 

湿
度
は

3
0
～
8
0
％
、
気
流
は

0
.
5
／
秒
以
下
 

暑
す
ぎ
て
も
、
寒
す
ぎ
て
も
学
習
の
能
率
が
下
が
り
、
体
調
を
崩
す
こ
と
が
あ
る
。
 

 教
室
内
は

3
0
0
ル
ク
ス
が
望
ま
し
い
。
 

明
る
す
ぎ
る
場
合
や
暗
す
ぎ
る
場
合
に
は
カ
ー
テ
ン
で
調
節
す
る
。
外
の
活
動
で
明
る
す
ぎ
る
場
合
に

は
サ
ン
グ
ラ
ス
を
活
用
す
る
。
 

 二
酸
化
炭
素
が
増
え
る
と
、
気
温
や
湿
度
が
上
昇
し
、
ち
り
や
ほ
こ
り
、
細
菌
な
ど
が
増
え
る
た
め
、

教
室
内
も
計
画
的
な
換
気
が
必
要
。
 

 一
酸
化
炭
素
（
無
色
・
無
臭
）
は
物
が
不
完
全
燃
焼
し
た
と
き
に
発
生
す
る
。
暖
房
器
具
を
使
う
と
き

は
、
強
制
的
な
換
気
を
す
る
と
と
も
に
、
器
具
の
点
検
も
必
要
と
な
る
。
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